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著者は，頼粒弁1]の規格案において， その崩壊試験に J. P. VI に採用されている腸溶性製剤の試験器を
そのまま準用じ，乙れに適当な補助筒を附する方法を提案したが， 第七局方の崩壊試験?去には乙れに若干
の改良を試み採用されることになった。










のの製粒過程中に少量の MYS 40 (Polyoxyethylene monostearate) , TL 10 (Polyoxyethylene sorbitan 




e. g. Acacia 20g 
-307 一
MYS 40 19 
Dist. water to make 100m1 
乙の方法によると頼粒剤に対して約0.2--0.5%の活性剤を添加したととになる。
※ 本稿において表現の都合上用いた「不溶性J ， I可溶性」等の字句は結論の部に示した範囲の溶解性
を表わすとととする。




penetration speed の測定は， 通常の大きさの頼粒では一粒の大きさが小きくて不適当であるので直径
17 mm，厚さ 10 mm の円柱形のモデノレを作り，この表面に試験液を入れた目盛付の毛細管を密着させる
装置を作り，毛細管中から頼粒モデ、ル中へ penetrate する試験液の量を時間軸に対して観測することによ
り行なった口































方法の概略をつぎに示す。1100 ml のビーカーに試験液50 ml を入れたものに試料1.0 g を入れ，特定
の形状の撹持板で撹持し頼粒剤が完全に溶解するまでの時聞を測定する。試験液は原則として25 0 の精製

















水 lと対する 7}Oと対する 促 進 処
E直Yττ 
未処置
溶 解 tl: 表面性質 活性剤の添加 一部疎水化
疎水性 遅 有 効 無 効
不 溶 J性
親水性 遅 金E 効 有 効
易溶性 親水性 速 無 効 有 効
可溶性




、ヘ 薬品 19 を溶解させるに
表 現 方 法
要する水の量 (mt) , 25 0 
不 溶 d性 大約 1000 以上
易溶性 大約 50 以下
可溶 J性















この機構の説明には著者は頼粒モデルの water penetration speed 測定法を考案し，その機構の理論的
説明に対する裏付ーけの資料を得た。またとの解釈に基いて， 7Jdと不、応性ないしは難容性の薬品でその粉末
表而が親水性の薬品からなる頼粒剤の崩壊性促進のためには， 原料薬品粉末の表面を或程度加工して疎水
性化すると良好となる乙とを実証した。
また著者は頼粒剤の特種形として溶解頼粒剤を区別して考察すべきことを提案し， この種の頼粒剤の溶
解性促進のためには結合剤の選択及び原料粉末粒子の大きさに特に留意すべき乙とを実験的に明らかにし
同種製剤の製法中とるべき手段に大きな根拠を与えた。
以上を要するに本論文は参考論文も考慮に入れて頼粒剤の崩壊機構及び崩壊促進について， はじめて基
本的な解明を行ない，今後の頼粒剤の研究に有力な手がかりを与えるとともに， 未だ経験的範囲を出なか
った頼粒剤の製法に理論的根拠を与えたものであって薬学博士の学位論文として価値あるものと認める。
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